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９月定例会

インターネットで
議会中継
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▲�山口小５年生が体験した稲刈り。二子沢の
田んぼを借りての恒例の活動。田んぼの先
生の指導を受けながら、春に田植えして
実った稲を大切に収穫。「米一粒一粒を大
切に」食育の貴重な学びの場でもあります。

２  新体制でスタート
４  一般質問　１２ 人
９  議会改革８
 １０　決算特別委員会
 １２　予算特別委員会　９月補正予算
 １３　討論　３件
 １４　提出された議案とその結果
 １５　議会のうごき
 １６　市民の声、１２ 月定例会の日程（予定）



■
議
長
選
挙
の
結
果

　
　
小
松
善
雄　
１９
票

　
　
伊
藤
和
子　
２
票

　
　
結
城
義
巳　
１
票

■
副
議
長
選
挙
の
結
果

　
　
結
城
義
巳　
１１
票

　
　
山
崎　
諭　
９
票

　
　
石
垣
昭
一　
２
票

新体制で
　　スタート
議　長　小松善雄
副議長　結城義巳 を選出

就任のあいさつ

　
９
月
２５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
正
副
議
長
の
辞
任
に
伴

う
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、投
票
に
よ
っ
て
新
し
い
議
長
、

副
議
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
３０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
会
選
出
監
査

委
員
、
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
等

の
選
任
を
行
い
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

議
長

副
議
長結城　

義
巳

小
松　
善
雄

従来の慣習にとらわれること
なく、より市民のための議会
になるよう、頑張っていきます。

議会の役割を踏まえた議会運
営に努め、議員間の討議を行
い議会の活性化を図ります。

会 派 の 構 成 議会選出の委員・組合委員
天 童 市 監 査 委 員 後藤　和信

天童市農業委員会委員 遠藤　敬知

東 根 市 外 二 市 一 町
共立衛生処理組合議員

松田　光也、水戸　芳美
武田　正二

天 童 市 都 市 計 画
審 議 会 委 員

淺井　健一、伊藤　護國
鈴木　照一、石垣　昭一
狩野　佳和、村山　俊雄

乱 川 河 川 改 修 促 進
期 成 同 盟 会 委 員

小松　善雄、伊藤　護國
海鋒　孝志、松田　光也
村山　俊雄、水戸　芳美

天童東根村山線整備
促進期成同盟会委員

小松　善雄、赤塚幸一郎
伊藤　護國、海鋒　孝志
村山　俊雄、水戸　芳美

田 井 橋 再 架 促 進
期 成 同 盟 会 委 員

小松　善雄、赤塚幸一郎
山崎　　諭、松田　光也

会
派
名

議員氏名 役職
会
派
名

議員氏名 役職

清
新
会

伊藤　護國 会長　

政
和
会

後藤　和信 会長　

村山　俊雄 幹事長 松田　光也 幹事長・
会計　　

水戸　　保 副会長 木村　竹虎 副会長

鈴木　照一 副会長 淺井　健一

山口　桂子 会計　 結城　義巳

山崎　　諭 市
民
ク
ラ
ブ

赤塚幸一郎 代表　

矢萩　武昭 狩野　佳和 副代表

遠藤　敬知 海鋒　孝志 会計　

水戸　芳美 日
本
共
産
党

天
童
市
議
団

伊藤　和子 代表　

武田　正二 石垣　昭一 会計　

※会派に属さない議員：小松善雄（議長）、茂木孝雄
※議長は、申し合わせにより、任期中に限り会派から離脱しています。

正副議長選挙の開票作業
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委 員 会 の 構 成

環境福祉常任委員会
　健康福祉部、市民部及び天童市民病院の所管
に属する事務の審査と調査

武田正二　　水戸　保　　狩野佳和
淺井健一　◎村山俊雄　○木村竹虎　伊藤和子

総務教育常任委員会
　総務部、消防本部、教育委員会及び選挙管理
委員会などの所管に属する事務の審査と調査

矢萩武昭　　山口桂子　　水戸芳美
結城義巳　◎山崎　諭　○海鋒孝志　石垣昭一

◎印…委員長　○印…副委員長

議会運営委員会
　議事日程などの議会運営及び議会関係条例の
制定改正などに関する事項の調査と協議

狩野佳和　　松田光也　　遠藤敬知
石垣昭一　◎鈴木照一　○村山俊雄　後藤和信

経済建設常任委員会
　経済部、建設部、上下水道事業所及び農業委
員会の所管に属する事務の審査と調査

松田光也　　後藤和信　　茂木孝雄
伊藤護國　◎赤塚幸一郎　○遠藤敬知　鈴木照一

議会の構成 議会改革特別委員会
議会改革に関する事項の調査と協議を行うため
に、平成２４年３月に設置

・予算特別委員会は議長を除く全議員
・決算特別委員会は議長と監査委員を除く全議員

議会

常任委員会

議会運営委員会

総務教育常任委員会
環境福祉常任委員会
経済建設常任委員会

予算特別委員会
決算特別委員会
議会改革特別委員会

全員協議会
広報委員会
各派代表者会

特別委員会

諸会議

松田光也　赤塚幸一郎　結城義巳　海鋒孝志　武田正二
伊藤護國 ○鈴木照一 ◎村山俊雄　伊藤和子　山崎　諭
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市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、９月３日、４日の２
日間の日程で、１２人の議員が行いました。
　７月の豪雨による災害の対応をはじめ、消防団
組織の見直しや西部地域の人口増加策について、
市長や教育長等の見解を求めました。

★
自
公
・
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
豪
雨
災
害
対
応
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て

＊
断
水
に
関
す
る
対
応
に
つ
い

て
＊
安
定
的
な
水
道
水
の
確
保
に

つ
い
て

結
城
義
巳
議
員

＊
高
齢
者
に
や
さ
し
い
政
治
に

つ
い
て

＊
理
科
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
断
水
及
び
大
雨
対
策
に
つ
い

て
＊
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ

い
て

★
市
民
ク
ラ
ブ

茂
木
孝
雄
議
員

＊
７
月
の
断
水
に
つ
い
て

＊
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い

て
＊
天
童
市
民
病
院
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て

赤
塚
幸
一
郎
議
員

＊
消
防
団
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て

＊
市
が
発
注
し
て
い
る
公
共
事

業
の
執
行
に
つ
い
て

￥★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

石
垣
昭
一
議
員

＊
公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て

＊
西
部
地
域
の
現
状
と
将
来
に

つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
読
書

力
向
上
の
た
め
に

★
清
新
会

武
田
正
二
議
員

＊
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

水
戸
芳
美
議
員

＊
独
自
の
教
育
に
つ
い
て

遠
藤
敬
知
議
員

＊
水
道
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
市
長
及
び
行
政
委
員
会
等
が

委
嘱
す
る
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て

＊
図
書
館
と
美
術
館
を
通
路
で

結
び
、
両
施
設
の
活
性
化
を

山
崎
諭
議
員

＊
雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

豪
雨
災
害
対
応
と
対
策

豪雨災害

松
田
光
也
議
員

　
７
月
１８
日
か

ら
の
記
録
的
豪

雨
に
よ
り
河
川

の
洪
水
危
機
、
長
期
断
水
が
起

こ
っ
た
。
災
害
の
危
険
箇
所
の
総

点
検
と
避
難
体
制
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
ま
た
西
部
地
域
に
お
い
て
、

樽
川
や
倉
津
川
高
野
辺
水
門
に
排

水
ポ
ン
プ
、
監
視
カ
メ
ラ
を
常
設

し
、
河
川
の
洪
水
防
止
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
河
川
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
は
、
毎
年
、
河
川
管
理
者

と
市
が
合
同
で
巡
視
を
行
い
、
重

要
水
防
箇
所
の
必
要
な
見
直
し
を

随
時
行
い
、
水
防
計
画
に
反
映
さ

せ
て
い
る
。
７
月
１８
日
の
豪
雨
で

増
水
し
た
樽
川
の
漏
水
箇
所
の
復

旧
は
、
県
が
年
度
内
に
工
事
を
完

成
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に

つ
い
て
は
、
毎
年
、
県
、
消
防
本

部
、
地
元
自
治
会
な
ど
、
防
災
関

係
者
と
合
同
で
現
地
調
査
を
行

い
、
総
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
７

月
２７
日
の
集
中
豪
雨
で
土
砂
崩
れ

を
起
こ
し
た
市
民
墓
地
付
近
の
市

道
若
松
山
口
線
の
復
旧
工
事
は
、

１１
月
末
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
避
難
体
制
に
つ
い
て
は
、
県
や

気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
情
報
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
避
難
情
報
を

市
民
に
伝
え
、
小
中
学
校
や
市
立

公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
施
設
に
避
難
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
樽
川
樋ひ

門
に
つ
い
て
は
、
国
に

対
し
、
排
水
機
場
の
設
置
と
緊
急

時
に
お
け
る
排
水
ポ
ン
プ
車
の
優

先
配
置
を
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、

樽
川
樋
門
に
は
、
監
視
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
常
時
、
状
況

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、国
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

水
防
業
務
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
周
辺
が
水
田
に
な
っ
て
い
る
高

野
辺
水
門
に
つ
い
て
は
、
水
門
管

理
を
行
っ
て
い
る
天
童
土
地
改
良

区
と
の
連
携
を
密
に
し
、
排
水
機

材
等
の
整
備
充
実
に
努
め
た
い
。
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水
道
事
業
の
あ
り
方

水　　源

断
水
時
の
給
水
体
制
の

見
直
し
を

給水体制

武
田
正
二
議
員

　
水
源
を
村
山

広
域
水
道
だ
け

に
頼
っ
て
い
る

現
在
、
今
回
の
断
水
時
の
給
水
体

制
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
災
害
時

に
お
け
る
応
急
給
水
計
画
（
天
童

市
地
域
防
災
計
画
）
に
は
、
不
都

合
な
点
が
多
く
、
ま
た
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
の
弱
者
（
給
水
所
へ

来
れ
な
い
人
）
へ
の
対
応
も
考
え

て
見
直
し
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

山
本
市
長　
天
童
市
地
域
防
災
計

画
に
記
載
し
て
い
る
応
急
給
水
計

画
は
、
大
地
震
の
際
の
応
急
給
水

計
画
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
で

あ
る
。
今
後
、
今
回
の
よ
う
な
断

水
時
に
も
円
滑
な
給
水
活
動
が
行

え
る
よ
う
、
臨
時
給
水
所
、
給
水

方
法
等
を
盛
り
込
ん
だ
応
急
給
水

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
い
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
対
応
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
会

や
民
生
委
員
と
相
談
し
、
き
め
細

か
な
対
応
に
配
慮
し
な
が
ら
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

遠
藤
敬
知
議
員

　
水
道
水
の
確

保
は
、
人
命
に

直
結
す
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
最
優
先
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
だ
。
村
山
広
域

水
道
へ
の
１
０
０
㌫
依
存
は
他
力

依
存
で
あ
り
、
災
害
時
の
リ
ス
ク

軽
減
の
た
め
に
は
、
高
擶
水
源
地

等
の
独
自
水
源
を
活
用
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
地
下
水
源
は
市
民
の
共
有

財
産
で
あ
り
、
活
用
と
保
全
の
整

合
性
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
昭
和
４０
年
代
後
半
か

ら
水
需
要
が
年
々
増
加
し
た
た
め
、

安
定
し
た
水
道
水
源
の
確
保
が
課

題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
市
単

独
で
新
規
水
源
を
開
発
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
村

山
広
域
水
道
の
受
水
が
、
昭
和
５９

年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
本
市
唯
一
の
自
己
水
源
と
な
っ

て
い
る
高
擶
水
源
は
、
水
質
改
善

等
の
工
事
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。

　
地
下
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

農
業
用
水
や
事
業
用
水
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
が
、
天
童
地
区
地
下

水
利
用
対
策
協
議
会
に
加
盟
す
る

３９
事
業
所
全
体
で
、
１
日
当
た
り

約
１
万
２
０
０
０
㌧
を
利
用
し
て

い
る
。
今
後
も
、
対
策
協
議
会
等

と
協
力
し
、
地
下
水
の
適
正
利
用

の
啓
発
を
行
い
、
そ
の
保
全
に
努

め
て
い
き
た
い
。

再
発
防
止
は

天
災
・
人
災
の
検
証
か
ら

断　　水

茂
木
孝
雄
議
員

　
断
水
元
の
村

山
広
域
水
道
の

過
失
や
判
断
ミ

ス
の
有
無
を
第
三
者
機
関
に
検
証

を
要
請
す
べ
き
だ
。
天
童
市
の
損

害
の
応
分
の
負
担
も
あ
り
う
る
。

　
天
童
市
自
体
も
村
山
広
域
水
道

へ
の
全
量
依
存
の
妥
当
性
や
、
市

内
各
層
の
損
害
補
償
要
否
を
第
三

者
機
関
で
検
証
す
べ
き
だ
。
基
本

料
金
の
み
の
減
額
は
不
合
理
。
少

な
く
と
も「
使
え
な
か
っ
た
水
量
」

分
を
減
額
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
７
月
１８
日
か
ら
の
記

録
的
豪
雨
に
よ
り
、
村
山
広
域
水

道
西
川
浄
水
場
の
原
水
濁
度
が
、

約
３
０
０
０
度
ま
で
異
常
上
昇
し
、

水
処
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

給
水
が
停
止
さ
れ
た
。
翌
１９
日
に

は
、
２４
時
間
分
の
水
量
を
持
つ
八

幡
山
配
水
池
も
底
を
つ
き
、
断
水

ま
た
は
出
水
不
良
が
始
ま
っ
た
。

　
今
回
の
断
水
の
よ
う
な
自
然
災

害
を
原
因
と
す
る
断
水
に
係
る
被

害
額
を
把
握
す
る
こ
と
は
大
変
困

難
で
あ
る
が
、
今
後
、
被
害
額
算

定
に
関
す
る
資
料
を
参
考
に
研
究

し
な
が
ら
、
推
定
の
被
害
額
を
試

算
し
て
み
た
い
。

　
ま
た
、
断
水
に
伴
う
補
償
に
つ

い
て
は
、
災
害
や
水
道
施
設
の
損

傷
な
ど
に
よ
る
給
水
停
止
、
給
水

制
限
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
は
補

償
し
な
い
と
定
め
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

　
基
本
料
金
の
減
額
は
、
関
係
規

定
に
基
づ
き
行
う
も
の
で
あ
る
。

水
道
水
を
使
用
で
き
な
か
っ
た
分

は
、
基
本
料
金
が
発
生
し
な
い
た

め
、
料
金
の
支
払
い
義
務
も
消
滅

す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ひかり交流広場での給水活動

村山広域水道西川浄水場の取水口
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高
齢
者
に
優
し
い
政
治
を

介護保険

市
街
地
の
雨
水
排
水
対
策

雨水排水

山
崎
諭
議
員

　
天
童
市
の
市

街
地
の
雨
水
排

水
の
大
部
分

が
、
倉
津
川
へ
集
中
し
て
い
る
。

近
年
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多
発
し
て
、

下
流
部
で
は
大
水
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
頻
度
が
増
え
た
。
雨
水
が
一

気
に
流
れ
な
い
よ
う
調
整
池
を
増

や
し
た
り
、
新
築
等
の
住
宅
へ
浸

透
桝
を
義
務
付
け
し
た
り
す
る
な

ど
の
対
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
去
る
７
月
２７
日
に
局

所
的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
市

街
地
の
一
部
で
は
道
路
の
冠
水
や

雨
水
幹
線
が
あ
ふ
れ
る
箇
所
が
見

受
け
ら
れ
、下
流
域
に
お
い
て
は
、

急
激
な
河
川
の
水
位
上
昇
で
内
水

の
排
水
不
良
が
起
き
る
な
ど
、
大

雨
に
伴
う
浸
水
被
害
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
市
街
地
か
ら
の
排
水
を
抑
制
す

る
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
浸
透
桝

な
ど
の
雨
水
浸
透
施
設
が
あ
る
。

雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
設
置
の
有
効
性
を
確
認
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
市
街
地
の
調
整
池
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
設
置
場
所
や
構
造
形
式

の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
工
事
費
も

多
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対

効
果
を
総
合
的
に
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

結
城
義
巳
議
員

　
介
護
保
険
料

は
７５
歳
に
な
っ

た
ら
、
市
民
の

負
担
を
な
く
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
不
足
財
源
は
、
高
額
所
得
者
に

も
っ
と
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

　
４０
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
介
護
保

険
料
は
国
の
施
策
な
の
で
国
へ
改

正
の
要
望
を
し
て
ほ
し
い
。
６５
歳

以
上
は
、
市
の
介
護
保
険
運
営
の

問
題
な
の
で
、
所
得
に
応
じ
た
負

担
を
求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

山
本
市
長　
介
護
保
険
制
度
の
保

険
者
で
あ
る
市
町
村
は
、
６５
歳
以

上
の
第
１
号
被
保
険
者
か
ら
介
護

保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
本
市
で
は
、
保
険
料
区

分
を
実
質
９
段
階
と
し
、
負
担
能

力
に
応
じ
た
保
険
料
と
な
る
よ
う

見
直
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
７５
歳

以
上
の
方
の
保
険
料
負
担
の
免
除

に
つ
い
て
は
、
制
度
上
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、国
に
お
い
て
は
、

制
度
の
持
続
性
や
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

利
用
者
の
負
担
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
動
向
に

注
視
し
た
い
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増

大
に
伴
い
、
介
護
費
用
が
急
激
に

増
大
す
る
中
、
介
護
保
険
の
給
付

と
負
担
に
つ
い
て
、
保
険
料
の
問

題
も
含
め
、
長
期
的
な
視
点
で
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の

導
入
を

健　　康

後
藤
和
信
議
員

　
い
つ
も
元
気

で
暮
ら
す
に

は
、
常
日
ご
ろ

か
ら
健
康
寿
命
を
延
ば
す
運
動
習

慣
が
大
切
で
あ
る
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
も
な
り
、
医
療
費
の
削

減
、
介
護
保
険
の
抑
制
効
果
な
ど

が
期
待
さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
。
今
後
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
制
度
で
あ

る
。
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
導

入
す
る
考
え
は
。

山
本
市
長　
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
第
二
次
健
康

て
ん
ど
う
２１
行
動
計
画
を
、
平
成

２５
年
３
月
に
策
定
し
て
い
る
。
こ

の
計
画
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
的
と
し
て
、
高
齢
者
の
身
体
機

能
の
維
持
等
の
施
策
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

健
康
づ
く
り
に
自
主
的
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り
と
、
健
康
な
生

活
習
慣
の
定
着
が
重
要
で
あ
る
。

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
、

日
々
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
状
況

や
健
診
の
受
診
状
況
等
を
ポ
イ
ン

ト
化
し
、
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
公

共
施
設
の
利
用
券
や
商
品
券
等
と

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
、
健
診
の
受
診
等
の
向
上
や
健

康
意
識
の
向
上
等
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
意
識
を
高
め

る
先
進
的
な
施
策
で
あ
り
、
健
康

寿
命
の
延
伸
等
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
取
組
み
な
の
で
、
今
後
、
本

市
独
自
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

注　

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
＝
健
康
づ
く

り
を
促
進
す
る
新
し
い
仕
組
み
。日
々

の
運
動
や
健
康
診
断
の
受
診
な
ど
、

実
践
し
た
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
を

ポ
イ
ン
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

共
施
設
利
用
券
や
民
間
の
登
録
サ
ー

ビ
ス
券
と
交
換
す
る
特
典
を
受
け
ら

れ
る
制
度
で
す
。

豊かな人生と健康長寿を図ります
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西
部
地
域
の
人
口
増
加
策
を

西部開発

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
導
入
で

新
生
児
に
絵
本
の
楽
し
さ
を

絵　　本

伊
藤
和
子
議
員

　
全
国
８
５
６

市
町
村
で
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
て
効
果
や
実
績
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
天
童
市
で
は
、
乳
幼
児
健
診
の

時
に
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
協
力
で
す
で
に
読
み
聞

か
せ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
導
入
す
る

環
境
は
整
っ
て
き
て
い
る
と
思
う

が
、
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
絵
本
を

と
お
し
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
た
め
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
乳
児
に

対
す
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
絵

本
の
紹
介
を
、
９
か
月
児
健
康
相

談
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
乳
幼
児
健
診
時
に
、
本

を
と
お
し
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
、

読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
な
ど
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

て
、
成
長
に
合
わ
せ
た
絵
本
を
紹

介
し
、
本
に
親
し
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

　
平
成
２７
年
度
開
設
予
定
の
子
育

て
支
援
施
設
に
も
、
絵
本
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
本
と
親
し
む
環
境

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

注　

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
＝
乳
幼
児
健

診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
楽
し

む
き
っ
か
け
を
つ
く
る
活
動
。

石
垣
昭
一
議
員

　
今
、
少
子
化

等
に
よ
り
、
小

学
校
の
複
式
学

級
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
が
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

数
が
減
る
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
つ
な
が
る
。
西

部
地
域
の
人
口
増
加
策
と
し
て
、

住
宅
団
地
造
成
な
ど
、
早
期
に
積

極
的
な
施
策
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

山
本
市
長　
人
口
減
少
に
伴
い
、

子
ど
も
た
ち
が
減
少
し
、
複
式
学

級
化
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
は
、
西

部
地
域
に
限
っ
た
課
題
で
は
な

く
、
市
全
体
の
田
園
集
落
に
お
け

る
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
田
園
集
落
の
定
住
人
口
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
本
市
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
本
市
で
は
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
を
は
じ
め
と
す

る
子
育
て
支
援
の
施
策
の
ほ
か
、

就
労
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
荒

谷
西
工
業
団
地
の
分
譲
や
、
天
童

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
工
業

団
地
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
西
部
地
域
に
お
い
て
は
、
緑
豊

か
な
生
活
環
境
へ
の
定
住
を
志
向

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

優
良
田
園
住
宅
認
定
制
度
の
普
及

促
進
に
努
め
、
住
宅
地
の
開
発
計

画
に
つ
い
て
は
、
地
区
計
画
制
度

の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

消
防
団
の
縮
小
再
編
と

消
防
署
の
充
実
を

消　　防

赤
塚
幸
一
郎
議
員

　
少
子
化
傾
向

に
よ
る
若
年
人

口
の
減
少
等
か

ら
、
消
防
団
員
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
定
員
の
見
直
し
を

行
い
、
真
に
活
動
が
で
き
る
人
員

に
縮
小
再
編
が
必
要
で
は
な
い
か
。

同
時
に
、
消
防
署
の
機
能
充
実
を

図
る
こ
と
も
必
要
だ
。
消
火
・
救

急
に
お
い
て
、
い
か
に
短
時
間
で

現
場
に
と
い
う
意
味
で
、
市
西
部

地
域
に
分
署
を
置
く
考
え
は
な
い

か
。

山
本
市
長　
消
防
団
の
分
団
は
１０

分
団
６１
部
７９
班
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
団
員
数
は
定
数
１
０
６
３
人

に
対
し
、実
員
が
１
０
４
９
人
で
、

充
足
率
は
９８
・
７
㌫
で
あ
る
。

　
本
市
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
若

年
団
員
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、

国
で
は
、
団
員
の
減
少
を
食
い
止

め
る
た
め
、
企
業
等
に
対
し
て
社

員
が
消
防
団
に
加
入
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
よ
う
な
努
力
義
務
を

課
す
な
ど
の
法
案
を
臨
時
国
会
に

提
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
防
災

の
要
に
な
る
消
防
団
員
を
確
保
す

る
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
消
防
団
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

平
成
２４
年
３
月
に
団
員
の
定
数
を

変
更
す
る
こ
と
な
く
、
市
立
公
民

館
単
位
に
設
置
す
る
消
防
団
再
編

計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
再
編
計
画
は
、
１３
分
団
５４
部

６９
班
体
制
と
す
る
こ
と
を
柱
と
し

て
い
る
。
現
在
、
こ
の
再
編
計
画

に
基
づ
き
、
部
・
班
の
統
廃
合
や

女
性
消
防
団
員
の
登
用
、
消
防
車

両
の
更
新
等
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
同
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

日ごろから訓練する消防団
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図
書
館
と
美
術
館
を

通
路
で
結
ん
で
は

公共施設

将
棋
い
ろ
は
カ
ル
タ
で

教
育
と
観
光
Ｐ
Ｒ

教　　育

水
戸
芳
美
議
員

　
天
童
の
由
来

な
ど
分
か
ら
な

い
人
が
多
い
。

ゲ
ー
ム
や
遊
び
感
覚
で
勉
強
す
る

と
、
大
人
に
な
っ
て
も
記
憶
に
留

め
て
お
け
る
。
天
童
と
言
っ
た
ら

将
棋
な
の
で
、
歴
史
・
文
化
・
観

光
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
将
棋
い

ろ
は
カ
ル
タ
」
を
制
作
し
、
教
材

と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
歴
史
か
ら
観
光
ま
で
網
羅
す

れ
ば
観
光
に
も
活
か
せ
る
と
思
う
。

水
戸
部
教
育
長　
小
学
３
年
生
の

社
会
科
で
は
、
副
読
本
「
わ
た
し

た
ち
の
天
童
市
」
で
、
本
市
の
歴

史
、
文
化
、
人
物
、
産
業
な
ど
を

学
習
し
て
い
る
。
単
元
の
最
後
に

は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と

を
カ
ル
タ
や
双す

ご
六ろ
く
に
表
現
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
良
さ
を
ま
と
め
た

り
、
学
習
を
振
り
返
っ
た
り
す
る

機
会
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
各

学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

は
、
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
小
学
校
全
学
年
で

地
域
学
習
バ
ス
の
活
用
に
よ
る
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

　
地
域
を
題
材
に
し
た
学
習
は
心

に
残
り
、
生
涯
に
わ
た
り
知
識
と

し
て
身
に
付
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
学
習
を

本
市
の
特
色
あ
る
学
習
と
し
て
位

置
づ
け
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

矢
萩
武
昭
議
員

　
本
市
に
は
、

他
市
に
誇
る
べ

き
図
書
館
と
美

術
館
が
並
ん
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

図
書
館
利
用
者
は
極
め
て
多
い
が
、

美
術
館
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
限
ら
れ
た
実
態
に
あ
る
。
市
民

が
幅
広
く
「
芸
術
文
化
」
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
図
書

館
と
美
術
館
を
屋
内
通
路
で
結
ぶ

よ
う
な
方
策
を
提
案
し
た
い
。

山
本
市
長　
市
立
図
書
館
の
年
間

入
館
者
数
は
１４
万
人
台
。
市
美
術

館
の
年
間
入
館
者
は
２
万
人
前
後

で
推
移
し
て
い
る
。

　
ご
提
案
の
図
書
館
と
美
術
館
の

一
体
化
に
つ
い
て
は
、
建
築
構
造

上
の
違
い
に
よ
る
消
防
法
上
の
設

備
の
整
備
が
必
要
に
な
る
こ
と
や
、

無
料
施
設
と
有
料
施
設
を
一
体
化

す
る
こ
と
に
よ
る
施
設
管
理
面
の

問
題
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両

施
設
の
通
路
を
結
ぶ
こ
と
は
現
状

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
図

書
館
と
美
術
館
周
辺
の
景
観
形
成

や
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
と
考
え

て
い
る
。

　
当
面
は
、
市
立
図
書
館
と
市
美

術
館
の
指
定
管
理
者
が
同
一
で
あ

る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
入
館
者

の
拡
大
と
活
性
化
に
努
め
た
い
。

意
見
書
の
提
出

　

９
月
２０
日
に
議
会
運
営
委
員

会
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
及
び

経
済
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
意
見
書
提
出
議
案
が
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
意
見
書
は

関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

山
形
県
村
山
広
域
水
道
の
安
定

給
水
を
求
め
る
意
見
書（
要
約
）

　
７
月
の
大
雨
に
よ
る
河
川
汚
濁

に
伴
い
、
村
山
広
域
水
道
か
ら
の

給
水
が
停
止
又
は
制
限
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
天
童
市
で
は
最
長
８

日
間
の
断
水
と
な
り
、
市
民
生
活

及
び
企
業
活
動
等
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。

　
市
民
が
安
全
安
心
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
ま
た
、
市
内
企
業
等

が
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

村
山
広
域
水
道
に
関
し
、
大
雨
等

に
よ
る
河
川
汚
濁
時
に
お
い
て
も

常
時
安
定
給
水
で
き
る
体
制
を
構

築
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先

：

山
形
県
知
事
、
山
形
県

企
業
管
理
者

　
こ
の
意
見
書
は
、
１０
月
１１
日
に
、

正
副
議
長
が
直
接
、
細
谷
知
行
副
知

事
に
提
出
し
ま
し
た
。

▼

地
方
財
政
の
充
実
確
保
を
求
め

る
意
見
書
（
要
約
）

　
地
方
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係

費
な
ど
の
財
政
需
要
の
増
加
や
地

方
税
の
低
迷
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
基
礎
自
治
体
で

あ
る
市
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ま

ち
づ
く
り
を
安
定
的
に
行
う
た
め

に
は
、
地
方
税
財
政
の
充
実
確
保

は
不
可
欠
で
あ
る
。
地
方
交
付
税

の
増
額
に
よ
る
一
般
財
源
総
額
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

提
出
先

：

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
ほ
か

▼

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
建
築
物
の
耐

震
化
の
促
進
に
関
す
る
意
見
書

（
要
約
）

　
法
律
の
成
立
に
よ
り
、
不
特
定

多
数
の
者
が
利
用
す
る
ホ
テ
ル
・

旅
館
等
で
一
定
規
模
以
上
の
大
規

模
な
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
耐
震

診
断
の
実
施
と
、
そ
の
結
果
の
公

表
が
義
務
付
け
さ
れ
た
。

　
耐
震
化
を
円
滑
に
推
進
す
る
に

当
た
っ
て
、
温
泉
所
在
都
市
に
対

し
必
要
な
財
政
支
援
の
充
実
を
強

く
要
望
す
る
。

提
出
先

：

国
土
交
通
大
臣
、
観
光

庁
長
官
ほ
か

平成25年11月 1 日発行 （8）



議会
 改革８

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
開
催

　天
童
市
議
会
基
本
条
例
案
に
つ
い
て
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

■
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
今
年
４
月
に
引
き
続
き
３
回

目
の
「
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
」
を
別
表
１
の
と
お
り
各
市
立

公
民
館
で
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
「
議
会
報
告
・
意
見
交

換
会
」
で
は
、
４
月
か
ら
１０
月
ま

で
の
市
議
会
定
例
会
及
び
臨
時
会

で
の
審
議
内
容
、
議
会
改
革
特
別

委
員
会
の
中
間
報
告
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

■
議
会
基
本
条
例

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、

天
童
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を

目
指
し
て
協
議
を
続
け
て
お
り
、

「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」
ま

で
に
は
、
そ
の
条
例
案
が
で
き
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」

で
は
、
条
例
案
に
つ
い
て
説
明
し

て
、
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

検討項目 検討結果

会派について

・２人以上の議員によって会派を構成できるよ
うにするものとする。
・各派代表者会の構成を会派所属議員２人当た
り１人とするものとする。
・各委員会の正副委員長は各委員会で互選する
ものとする。

政務調査（活
動）費につい
て　　　　　

・地方自治法の改正に伴い名称を政務活動費に
変更するものとする。
・会派による陳情・要請活動も交付対象とする
ものとする。
・額や使途基準等については変更なし。

議員定数につ
いて　　　　 ・変更なし。

議員報酬につ
いて　　　　

・議員報酬月額については変更なし。（平成
２５年７月から平成２６年３月までの間、議長
１０㌫、副議長８㌫、議員６㌫削減し、計約
５００万円の削減。）
・期末手当は、平成２６年４月から平成２７年９月
までの間、期末手当の加算割合を４０㌫から２０
㌫に削減するものとし、議員全体で年間約
５００万円の削減を行うものとする。

検討の結果（特別委員会における決定事項） （別表２）

■
中
間
報
告

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
中
間

報
告
が
な
さ
れ
て
か
ら
約
１
年
間

が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
２０

回
に
わ
た
る
議
会
改
革
特
別
委
員

会
で
決
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

９
月
２０
日
の
本
会
議
で
中
間
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
間
報
告
の

概
要
は
別
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
中
間
報
告
書
は
、
市
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
引

き
続
き
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
、
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

■
特
別
委
員
会
の
予
定

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
開
催

予
定
日
と
協
議
事
項
に
つ
い
て
は

別
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
傍
聴
席
は
２０
席
で
す
。
傍

聴
希
望
の
方
は
開
会
１０
分
前
ま
で

に
所
定
の
受
け
付
け
を
し
て
か
ら

入
室
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
休

憩
時
を
除
き
入
退
室
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開催予定日と検討項目 （別表３）
開催予定日 検討する項目
１１月１２日（火） ＊議会基本条例について

＊災害時の議会のあり方について１１月２６日（火）
１２月９日（月） ＊議会報告・意見交換会で出された意見・要望

等の対応について１２月２４日（火）
１月１４日（火） ＊議会基本条例について（パブリックコメント

の対応）１月２８日（火）
※開催予定日及び検討する項目は予定です。協議状況によって
は変更になることがあります。
※午前１０時開会です。
※詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

●とき、ところ（会場は各市立公民館） （別表１）
１１月１８日（月） 天童中部 荒　　谷 天童北部
１１月１９日（火） 長 　 岡
１１月２０日（水） 寺　　津 津　　山 干 　 布
１１月２５日（月） 天童南部 高　　擶 成 　 生

１１月２６日（火） 山 　 口
田 麦 野 蔵 　 増

参加議員

水戸　芳美
村山　俊雄
松田　光也
矢萩　武昭
鈴木　照一
淺井　健一

遠藤　敬知
狩野　佳和
結城　義巳
山崎　　諭
伊藤　護國

茂木　孝雄
山口　桂子
海鋒　孝志
木村　竹虎
伊藤　和子

武田　正二
赤塚幸一郎
後藤　和信
石垣　昭一
水戸　　保

●時間　午後７：００〜８：３０（予定）
●内容　・報告事項＝４月から１０月までの定例会及び臨時会

の審議内容
　　　　・意見交換のテーマ＝議会基本条例について
　　　　　（議会基本条例案は、事前に各市立公民館に送付

します。）

（※田麦野地区は、山口地区と合同で市立山口公民館で行います。）
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決算特別委員会

小
中
学
校
の

学
力
向
上
対
策
は
十
分
か

委
員　
教
育
指
導
事
業
に
つ
い
て
、

学
力
診
断
正
答
率
が
、
平
成
２４
年

度
は
前
年
度
よ
り
低
下
し
て
い
る

が
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
学
力
診
断
正
答

率
は
、
平
成
２３
年
度
と
比
較
す
れ

ば
若
干
下
が
っ
て
い
る
が
、
問
題

の
内
容
が
違
う
の
で
、
単
純
に
前

年
度
と
比
較
し
、
学
力
が
低
下
し

た
と
捉
え
て
い
な
い
。
全
国
平
均

よ
り
も
高
い
正
答
率
で
あ
る
の
で
、

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

行
財
政
改
革
推
進
の

成
果
は

委
員　
当
初
予
算
で
６
５
０
０
万

円
の
委
託
料
を
計
上
し
た
が
、
決

算
で
は
大
幅
削
減
と
な
っ
た
。
そ

の
経
過
と
成
果
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

市
長
公
室
長　
主
要
な
行
政
課
題

１３
項
目
に
つ
い
て
、
市
職
員
で
対

応
で
き
る
も
の
は
職
員
が
行
い
、

結
果
的
に
４
項
目
の
み
の
委
託
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
行
財
政
改
革

推
進
に
係
る
費
用
を
大
幅
に
削
減

で
き
た
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
の

推
進
に
よ
り
、１３
項
目
に
つ
い
て
、

解
決
も
し
く
は
方
向
性
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

自
主
防
災
会
の

活
動
状
況
は

委
員　
自
主
防
災
会
の
組
織
率
が

１
０
０
㌫
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
活
動
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

危
機
管
理
室
長　
市
内
に
は
９９
の

自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

各
自
主
防
災
会
で
防
災
訓
練
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
昨
年
度
訓

練
を
実
施
し
て
い
な
い
自
主
防
災

会
が
１５
組
織
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
自
主
防
災
会
の
活
動

に
参
加
す
る
人
数
は
増
加
し
、
防

災
・
減
災
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
防
災
力
の

強
化
の
た
め
、
市
立
公
民
館
ご
と

に
、
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議

会
の
設
立
を
進
め
て
お
り
、
既
に

１１
地
区
で
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
状
況
は

委
員　
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、

利
用
者
数
が
１
０
０
０
人
減
少
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長　
平
成
２３
年
度
と

比
較
す
る
と
、
区
域
乗
合
型
は
１

１
９
５
人
減
少
し
て
い
る
。
路
線

型
は
、
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、
増
加
し
て
い
る
路
線
も

あ
り
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
事
業
全
体
で
９
６
０
人
ほ
ど

減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
区
域
乗
合
型
の
利
用
が
減
少
し

た
理
由
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

利
用
が
、
年
間
で
１
０
０
０
人
ほ

ど
少
な
く
な
っ
た
た
め
と
考
え
て

い
る
。
よ
っ
て
、
区
域
乗
合
型
を

実
施
し
て
い
る
山
口
、
田
麦
野
地

区
の
方
に
は
十
分
認
知
さ
れ
利
用

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

市
民
墓
地
整
備
と

貸
出
状
況
は

委
員　
市
民
墓
地
の
整
備
状
況
と

貸
出
状
況
は
。

生
活
環
境
課
長　
平
成
２４
年
に
９２

区
画
を
造
成
し
、
当
初
予
定
し
て

い
た
７
０
０
区
画
が
完
成
し
た
。

平
成
２５
年
３
月
末
で
６
４
１
件
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
５９
区
画
が

残
っ
て
い
た
。
平
成
２５
年
８
月
末

の
時
点
で
は
３９
区
画
が
残
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

任
意
予
防
接
種
の

接
種
状
況
は

委
員　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
率
は
９９
・
２
㌫
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

は
９９
・
６
㌫
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
８０
・
６
㌫

と
な
っ
て
い
る
。

１０月６日、荒谷地区での市総合防災訓練

７００区画整備した市民墓地

　平成２４年度一般会計決算をはじめ、８件の特別会計
決算のほか、水道事業会計、市民病院事業会計、下水
道事業会計の計１２件が提出され、決算特別委員会に付
託されました。審査の主なものは次のとおりです。

一般会計を含む１２件を認定

平成25年11月 1 日発行 （10）



市税
33.6％

地方交付税
18.9％

国庫支出金
12.0％

市債
14.4％

県支出金
5.9％

諸収入5.3％
繰越金2.8％

地方消費税交付金2.5％

繰入金１.1％使用料及び手数料1.2％ その他2.3％

歳入総額
22,942,286千円
（１００％）

市民税
40.1％

固定資産税
44.1％

軽自動車税1.8％
市たばこ税5.8％

入湯税0.6％
都市計画税6.4％ 滞納繰越分1.1％

市税収入総額
7,704,476千円
（１００％）

人件費
16.2％

扶助費
14.4％

公債費
9.5％

投資的経費
20.8％

繰出金
8.0％

物件費
11.8％積立金3.2％

貸付金3.4％

維持補修費
1.9％

補助費等
9.1％

投資及び
出資金1.7％

歳出総額
22,254,632千円
（１００％）

義
務
的
経
費

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一 般 会 計 ２２,９１４,０４３ ２２,２５２,０３０

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ６,９５５,９９２ ６,７１６,３９４
用 地 買 収 ３,１６０ ２３
財 産 区 １,９４６ １,２３１
鍬ノ町土地区画整理事業 ２３０,９３９ ２１１,９５３
介 護 保 険 ４,２５４,０７２ ４,１６２,３７６
市 民 墓 地 ５,２５２ １,７３３
後期高齢者医療 ５７０,０２３ ５５４,４４６
工業団地整備事業 ６５９,３２９ ６５６,９９０

計 １２,６８０,７１３ １２,３０５,１４６
合 計 ３５,５９４,７５６ ３４,５５７,１７６

平成２４年度　各会計の決算額
（単位：千円）

水道事業会計　　　　当年度純利益 １０１,２８９千円
市民病院事業会計　　当年度純損失 １４３,４８２千円
公共下水道事業会計　当年度純利益　８０,５８５千円

普通会計歳入歳出決算

※普通会計は、総務省で定める基準により作成される
会計で、一般会計のほか、用地買収、鍬ノ町、市民
墓地の各特別会計を合算したもの。

（１）歳入内訳

（２）市税内訳

（3）性質別歳出内訳

天
童
古
城
地
区
の

ま
ち
づ
く
り

委
員　
第
一
期
工
事
は
、
平
成
２０

年
度
か
ら
の
事
業
で
あ
る
が
、
５

年
間
の
総
事
業
費
は
い
く
ら
か
。

ご
み
の
排
出
量
増
加
の

状
況
と
理
由
は

委
員　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
化
を
推
進
し
て
い
る
が
、
ご

み
は
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
原
因

は
何
か
。

生
活
環
境
課
長　
平
成
２４
年
度
の

ご
み
の
排
出
量
は
、
１
人
当
た
り

芳
賀
地
内
の

雨
水
排
水
整
備
計
画
を

委
員　
芳
賀
地
内
に
住
ん
で
生
活

し
て
い
る
人
が
い
る
。
雨
水
排
水

を
抑
制
す
る
調
整
池
を
早
急
に
整

備
す
べ
き
で
な
い
か
。
今
後
の
整

備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長　
今
年
度
、
芳
賀

地
内
に
お
け
る
調
整
池
の
用
地
買

収
を
見
込
ん
で
い
る
。
順
調
に
進

め
ば
、
来
年
度
中
に
完
成
す
る
計

画
で
あ
る
。

農
作
物
の

鳥
獣
被
害
防
止
を

委
員　
ク
マ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ

等
に
よ
る
鳥
獣
か
ら
農
作
物
の
被

害
を
防
止
す
る
取
組
内
容
は
。

農
林
課
長　
サ
ル
の
生
息
数
は
市

内
全
域
で
２
４
０
頭
と
把
握
し
て

い
る
。
平
成
２４
年
度
の
サ
ル
の
捕

獲
数
は
２８
頭
で
あ
る
。
ま
た
、
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
は
３
頭
、
ク
マ

の
捕
獲
数
は
３
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
平
成
２４
年
度
は
山
口
地
区
を

中
心
に
果
樹
の
被
害
が
１
５
４
万

３
０
０
０
円
出
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
今
後
も
防
止
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

郡役所資料館への連携道路整備

親水空間として整備された愛宕沼

１
日
７
９
１
㌘
で
、
平
成
２３
年
度

と
比
較
す
る
と
３１
㌘
増
加
し
た
。

こ
の
原
因
の
一
つ
は
、
食
品
廃
棄

物
を
循
環
資
源
と
し
て
家
畜
の
飼

料
に
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
事

業
が
、
１２
月
末
で
中
止
し
た
影
響

に
よ
る
も
の
で
、
事
業
系
一
般
廃

棄
物
の
ご
み
の
量
の
増
大
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

都
市
計
画
課
長　
第
一
期
工
事
の

総
事
業
費
は
、
９
億
２
０
０
０
万

円
で
あ
る
。
舞
鶴
山
一
帯
の
整
備

の
ほ
か
、
一
日
町
地
内
の
都
市
計

画
道
山
形
老
野
森
線
の
高
質
空
間

整
備
を
行
い
、
第
一
期
工
事
の
終

了
は
、
平
成
２５
年
３
月
で
あ
る
。
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予算特別委員会
平成２５年度一般会計補正予算

４億３１０９万２０００円を
増額補正

市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

商
標
登
録

委
員　
こ
の
た
び
市
が
制
作
し
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
商
標
登
録
す
る
委

託
料
４０
万
７
０
０
０
円
の
内
容
は
。

市
長
公
室
長　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ

い
て
、
商
標
権
侵
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
立
体
の
商
標
の
デ
ー
タ

の
作
成
及
び
出
願
手
続
き
に
要
す

る
経
費
。
申
請
に
１
カ
月
。
登
録

決
定
に
３
〜
６
カ
月
を
要
す
る
予

定
。

放
射
性
物
質

検
査
機
器
の
設
置

委
員　
検
査
機
器
設
置
業
務
委
託

料
３６
万
８
０
０
０
円
の
内
容
は
。

危
機
管
理
室
長　
独
立
行
政
法
人

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
本
市
に

対
し
放
射
性
物
質
検
査
機
器
（
５

０
０
万
円
程
度
）
を
無
償
貸
与
す

る
も
の
で
、
機
器
の
運
搬
費
用
と

設
置
費
用
を
市
が
負
担
し
て
設
置

す
る
。
ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
１
３

４
・
１
３
７
な
ど
の
放
射
性
物
質

の
簡
易
検
査
が
で
き
、
検
査
し
て

も
ら
い
た
い
食
品
（
自
家
消
費
農

作
物
分
の
み
）
を
持
ち
込
む
と
、

２０
分
程
度
で
測
定
で
き
る
機
器
で

あ
る
。

子
育
て
支
援
施
設

整
備
事
業
の
増
額
理
由
は

委
員　
当
事
業
費
の
債
務
負
担
行

為
で
、
支
出
の
限
度
額
が
１
億
５

１
６
４
万
１
０
０
０
円
増
額
す
る

理
由
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
県
の
土
木
関

係
設
計
単
価
の
増
額
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
震
災
の
復
興
需
要

に
伴
う
労
務
単
価
や
資
材
等
の
価

格
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
り
、

消
費
税
の
８
㌫
へ
の
増
税
分
も
含

ま
れ
て
い
る
。

市
立
保
育
園
を
増
改
築

低
年
齢
児
受
入
れ
拡
大

委
員　
保
育
園
施
設
整
備
工
事
費

７
５
６
万
円
の
工
事
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
市
立
さ
く
ら

保
育
園
の
１
歳
児
の
保
育
室
を
増

床
す
る
工
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
１
歳
児
を
８
人
程
度
増
員
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

職
員
の
処
遇
改
善

委
員　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推

進
事
業
費
補
助
金
７
２
３
万
８
０

０
０
円
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
要
件
を
満
た

す
指
導
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
の
補
助
金
で
あ
る
。
４
月
１
日

に
さ
か
の
ぼ
り
、
１
人
月
１
万
５

０
０
０
円
の
支
給
を
県
が
負
担
し

て
行
う
も
の
。
対
象
は
４２
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

農
産
物
の

安
定
供
給
体
制
の
確
保

委
員　
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

２
８
６
０
万
円
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
籾
摺
機
、
色
彩
選
別

機
及
び
計
量
機
の
更
新
に
係
る
事

業
で
、
総
事
業
費
５
７
２
０
万
円

の
２
分
の
１
が
助
成
額
と
な
る
。

原
崎
橋
の
改
良
工
事

委
員　
橋
梁
新
設
改
良
工
事
費
９

０
０
万
円
の
内
容
は
。

建
設
課
長　
原
崎
橋
に
最
新
式
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
道
路
照
明
灯
２
基
の
ほ
か
、

橋
梁
用
防
護
柵
延
長
９５
㍍
等
を
設

置
す
る
工
事
内
容
で
あ
る
。

◆主な内容 （単位：千円）
市民保養施設指定管理委託料　２,０４０
第３子以降保育料無料化事業費補助金
 １３,０９３
市立保育園施設整備工事費 ７,５６０
保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金
 ６,９５５
地産地消の推進に要する賄材料費３３７
観光関連施設整備工事費 １,５５０
天童高原施設の管理運営に要する
工事関連委託料 ２,１００
住宅リフォーム総合支援事業費補助金
 １１,０００
公園施設整備工事費 ５,４７１

補 正 額　　４億３１０９万２０００円
予算総額　２１３億９５５３万２０００円

一般会計補正予算
（第２号）あらまし

将棋駒をイメージしたロゴマーク
　
一
般
会
計
４
億
３
１
０
９
万
２
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
を

は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
５
億
４
２
３
２
万
１
０
０
０
円
の

ほ
か
、
７
会
計
の
補
正
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審

査
さ
れ
た
後
、本
会
議
に
お
い
て
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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９ 月 定 例 会

　
９
月
２０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
１
件
と
予
算
議
案
１
件
に
つ

い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認

定
及
び
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼

認
第
１
号
平
成
２４
年
度
天
童
市

一
般
会
計
決
算

〈
反
対
〉
狩
野
佳
和
議
員

　
芳
賀
地
内
の
調
整
池
を
組
合
施

工
か
ら
外
し
、
市
独
自
で
田
畑
３

㌶
を
購
入
し
新
調
整
池
を
造
る
計

画
に
は
反
対
。
そ
れ
も
予
備
費
か

ら
概
略
設
計
を
委
託
後
、
議
会
に

は
事
後
説
明
。
議
会
軽
視
で
あ
り

執
行
と
し
て
問
題
あ
り
。
芳
賀
地

内
の
調
整
池
は
組
合
施
工
で
造
る

べ
き
で
あ
り
、
概
略
設
計
委
託
料

５
８
８
万
円
は
認
定
で
き
な
い
。

　
芳
賀
に
子
育
て
支
援
施
設
の
用

地
約
１
㌶
を
約
４
億
７
１
４
１
万

円
で
購
入
し
た
が
、
予
算
書
と
同

額
で
高
額
だ
か
ら
認
定
で
き
な
い
。

〈
反
対
〉
石
垣
昭
一
議
員

　
行
財
政
改
革
は
、
委
託
事
業
を

４
事
業
に
抑
え
た
が
、
予
算
計
上

に
問
題
が
あ
る
。

　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、

以
前
の
市
営
バ
ス
か
ら
み
て
利
用

者
が
半
分
で
同
じ
経
費
で
は
市
民

の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
疑
問
。

　
防
災
調
整
池
は
、
用
地
費
や
工

事
費
の
負
担
が
明
快
で
な
く
、
事

業
の
進
め
方
に
異
議
が
あ
る
。

　
新
駅
に
係
る
調
査
に
多
額
の
費

用
が
使
わ
れ
て
き
た
。
全
体
事
業

の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
市
民
に

明
細
な
内
容
を
明
示
す
べ
き
。

▼ 

議
第
１４
号
平
成
２５
年
度
天
童
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

〈
反
対
〉
赤
塚
幸
一
郎
議
員

　
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
案
の
中

で
、
子
育
て
支
援
施
設
整
備
事
業

の
債
務
負
担
の
大
幅
な
増
額
。

　
一
つ
に
は
、
一
般
質
問
に
お
け

る
答
弁
と
の
食
い
違
い
。
二
つ
に

は
、
な
ぜ
こ
の
事
業
だ
け
予
定
価

格
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の

か
。
三
つ
に
は
、
入
札
執
行
前
の

こ
の
時
期
に
増
額
が
必
要
な
の
か
、

実
際
に
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し

て
不
調
と
な
っ
た
場
合
に
見
直
し

を
行
う
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

　
以
上
三
つ
の
視
点
で
納
得
で
き

な
い
の
で
、
賛
成
で
き
な
い
。

討

　論

固定資産評価審査委員会委員の
選任に同意 教育委員会委員の任命に同意

　現固定資産評価審査委員会委員の矢野
美佐子氏（交り江三丁目）が、平成２５年
１２月１４日をもって任期満了となる。これ
に伴い、再び同氏を選任することに同意
しました。

　教育委員会委員の東谷信昭氏が、平成
２５年９月３０日をもって任期満了となる。
これに伴い、同氏の後任として新たに阿
部真由美氏（乱川）を任命することに同
意しました。

　平成２５年度第４回市議会定例会（９月定
例会）は、８月３０日から９月３０日までの３２
日間の会期で開かれました。
　市長提出の報告１件、契約議案１件及び
人事議案２件については初日の本会議で採
決が行われました。そのほか、平成２４年度
決算議案１２件、予算議案９件及び条例議案
２件については、決算特別委員会、予算特
別委員会及び所管常任委員会に付託され、
９月２０日の本会議で採決が行われました。
　また、９月２０日に委員会提出議案３件、
９月３０日に人事議案１件が提出され採決が
行われました。

（採決結果は１４ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

８．３０（金） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、決
算・予算特別委員会の設置など）

９．３（火）
９．４（水） 本会議（市政に対する一般質問）

９．５（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

９．９（月）
 〜１２（木） 決算特別委員会（付託案件の審査、表決）

９．１３（金） 予算特別委員会（付託案件の審査）
９．１７（火） 予算特別委員会（討論、表決）
９．２０（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
９．２５（水） 本会議（正副議長選挙）
９．３０（月） 本会議（各委員会の選任など）
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提出された議案と結果
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第８号 交通事故に係る損害賠償の額の決定
についての専決処分の報告について 報　告

認第１号 平成２４年度天童市一般会計決算 認　定
（賛成多数）

認第２号 平成２４年度天童市国民健康保険特別
会計決算

認　定
（全会一致）

認第３号 平成２４年度天童市用地買収特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第４号 平成２４年度天童市財産区特別会計決
算

認　定
（全会一致）

認第５号 平成２４年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第６号 平成２４年度天童市介護保険特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第７号 平成２４年度天童市市民墓地特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第８号 平成２４年度天童市後期高齢者医療特
別会計決算

認　定
（全会一致）

認第９号 平成２４年度天童市工業団地整備事業
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第１０号 平成２４年度天童市水道事業会計決算 認　定
（全会一致）

認第１１号 平成２４年度天童市民病院事業会計決
算

認　定
（全会一致）

認第１２号 平成２４年度天童市公共下水道事業会
計決算

認　定
（全会一致）

議第１４号 平成２５年度天童市一般会計補正予算
（第２号）

原案可決
（賛成多数）

議第１５号 平成２５年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第１６号 平成２５年度天童市用地買収特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１７号 平成２５年度天童市財産区特別会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１８号 平成２５年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

〈その他〉
件　　　　　名 結　果

請願の撤回について
（詳細は１６ページに掲載しています。）

承　認
（賛成多数）

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致。）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

小
松
善
雄

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

水
戸　
保

清 清 清 無 清 市 政 清 清 市 政 市 政 政 清 共 清 清 清 政 共 無

認第１号 平成２４年度天童市一般会計
決算 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

議第１４号 平成２５年度天童市一般会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

請願の撤回について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

※ ○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない）
※ 会派（採決時）：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、
　　　　　　　　　無＝会派に属さない議員

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第２号

山形県村山広域水道の安定給水を
求める意見書の提出について

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第３号

地方税財源の充実確保を求める意
見書の提出について

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第４号

ホテル・旅館等建築物の耐震化の
促進に関する意見書の提出につい
て

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第１９号 平成２５年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２０号 平成２５年度天童市市民墓地特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２１号 平成２５年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２２号 平成２５年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２３号 天童市職員互助共済制度に関する条
例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第２４号 天童市市税条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第２５号 原崎橋橋梁架替工事請負契約の締結
について

原案可決
（全会一致）

議第２６号 天童市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

原案可決
（全会一致）

議第２７号 天童市教育委員会委員の任命につい
て

原案可決
（全会一致）

議第２８号 天童市監査委員の選任について 原案可決
（全会一致）

〈市長提出議案〉

平成25年11月 1 日発行 （14）



議 会 の う ご き
■７月
　１７日　広報委員会
　２２日　議会基本条例策定委員会、市長要請全員協議

会（大雨被害による断水の状況及び今後の見
込みについて外）

　２３日　東根市外二市一町共立衛生処理組合定例会
　２９日　市長要請環境福祉常任委員会（市民病院改革

プランの進捗状況について）、議会基本条例
策定委員会

　３１日〜８月２日　会派清新会先進地視察（出雲市、
敦賀市）

■８月
　６日　各派代表者会
　７日　議会基本条例策定委員会
　８日　県市議会議長会議員研修会（山形ビッグウイ

ング）、天童夏まつり花笠パレード参加
　１２日　議会改革特別委員会（議員定数・議員報酬に

ついて）、経済建設常任委員会所管事務調査
（豪雨、断水対応について）、市長要請経済建
設常任委員会（山口地区住宅団地開発事業（第
２期）について）

　１９日　政策討論会議（断水に係る要望について外）、
市長要請環境福祉常任委員会（子育て支援施
設整備事業について）

　２０日　東根市外二市一町共立衛生処理組合臨時会、
議会基本条例策定委員会

　２１日　総務教育常任委員会所管事務調査（選挙投票
所統廃合後の参議院議員選挙の総括について
外）

　２３日　議会運営委員会、各派代表者会、会派清新会
研修会参加（東京）

　２４日　国会議員との懇談会（議長、事務局長／山形
グランドホテル）

　２６日　議会基本条例策定委員会
　３０日　広報委員会
　３０日〜９月３０日　第４回市議会定例会

■９月
　４日　各派代表者会
　５日　市長要請総務教育常任委員会（山形定住自立

圏共生ビジョン連携事業実施状況について）
　９日　各派会長会
　１７日　各派代表者会、議会改革特別委員会（特別委

員会の中間報告について外）
　１８日　経済建設常任委員会所管事務調査（新駅設置

の状況について外）
　１９日　議会運営委員会
　２０日　各派会長会、広報委員会
　２４日　正副議長選挙に係る所信表明会
　２５日　各派会長会
　２６日　各派代表者会
　３０日　広報委員会

■１０月
　２日　広報委員会
　４日　市長要請全員協議会（新駅設置について）
　８日　議会改革特別委員会（委員長の互選について

外）
　９日　各派代表者会

第
２
回
定
例
会

　
７
月
２３
日
に
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
議
案
３
件
を
承
認
・

認
定
し
た
。

○

物
損
事
故
に
よ
る
賠
償
額
決
定

の
専
決
処
分
＝
昨
年
６
月
、
浄

化
槽
汚
泥
収
集
業
務
時
に
発
生

し
た
物
損
事
故
の
賠
償
。

○

職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例
（
専
決
処
分
）
＝
国

家
公
務
員
の
給
与
削
減
措
置
を

踏
ま
え
て
、
国
に
準
じ
る
よ
う

要
請
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
７

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
減
額
す

る
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

○

平
成
２４
年
度
決
算
（
左
表
）

第
１
回
臨
時
会

　
８
月
２０
日
に
第
１
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
長
選
挙
と
議
案
１

件
を
可
決
し
た
。

○

議
長
の
選
挙
＝
東
根
市
選
出
の

議
長
の
辞
任
に
伴
い
、
同
じ
東

根
市
の
阿
部
綾
子
氏
を
議
長
に

選
出
し
た
。

○

補
正
予
算
（
第
１
号
）
＝
焼
却

灰
を
運
搬
す
る
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク

を
点
検
し
て
車
検
を
行
お
う
と

し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
修
理

費
が
高
額
と
な
る
た
め
、
新
車

を
購
入
す
る
も
の
。

　

　
歳
入
歳
出
の
変
更
は
な
く
、

組
替
え
を
行
う
も
の
。

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

平成２４年度組合会計決算
収入 （単位：千円）

区　分 決算額 摘　　要

市町負担金 ７４０,２９１
天童市：２８８,２１４
東根市：２２８,５４５
村山市：１２０,３２７
河北町：１０３,２０５

償還交付税 ９７,０５４ 組合債返還のため、国から交付された額
使用料及び
手 数 料 ７５８,８８２ ごみ・し尿処理手数料、ごみ袋売上金など
国庫支出金 ４２８ 国から交付された額
財 産 収 入 ４５,６７１ アルミ、ペットボトル等売却代など
繰 入 金 ６８,１０１ 基金からの繰入金
繰 越 金 ８６,９６４ 前年度からの繰越金
諸 収 入 ４８,０９３ 預金利子など
組 合 債 ８８,６００ 国からの借金
計 １,９３４,０８４

支出 （単位：千円）
区　分 決算額 摘　　要
議 会 費 １,１０９ 組合議員報酬など
総 務 費 ３０９,０３８ 事務管理費など
事 業 費 １,３０５,９６９ ごみ・し尿処理費用など
公 債 費 ２５０,８０５ 組合債の返済
計 １,８６６,９２１
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私
が
傍
聴
し
た
時
に
、
一
番

感
じ
た
こ
と
は
、
傍
聴
者
が
非

常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
部
の
公
民
館
関
係
者
が

団
体
で
視
察
研
修
し
て
お
り
、

そ
れ
を
除
く
と
、
ま
ば
ら
な
傍

聴
者
で
し
た
。

　
さ
て
、
９
月
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、
７
月

の
豪
雨
災
害
に
よ
る
断

水
問
題
に
集
中
し
た
真

剣
な
質
問
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
当
に
市
民
の
立
場
に

立
っ
た
質
問
と
答
弁
が

な
さ
れ
た
の
か
疑
わ
し

く
思
う
の
は
、
私
だ
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。
形
式
的
な
議
会
運

営
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
議
会
を
傍
聴
し
、
市
政

に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
の
地
域

の
発
展
は
も
と
よ
り
、
市
全
体

の
発
展
を
願
い
、
自
分
た
ち
の

で
き
る
こ
と
、
例
え
ば
市
の
行

事
、
地
域
の
行
事
、
公
民
館
の

行
事
等
に
積
極
的
に
参
画
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
市
長
や
議
員
を
選
挙
で
選

ん
だ
ら
終
わ
り
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
市
民
の
一
人
と
し
て
、
市
長

を
は
じ
め
市
職
員
、
市
議
会
議

員
の
皆
様
の
常
日
頃
の
ご
努

力
、
ご
活
躍
に
は
、
大
変
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。「
住
ん
で
よ

か
っ
た
天
童
市
」
と
市

民
み
ん
な
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ま
た
、
将
来
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
、
誇

り
と
自
覚
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
天
童
は
本
当
に
良

い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
で
き
る
と

も
思
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
、
市
長
は
じ
め
行

政
、
議
員
、
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
市
政
発
展
に
取
り
組

み
、
汗
を
か
い
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

景澤良博（６１歳・北久野本）

１２月６日（金）本会議（初日）
１０日（火）本会議（一般質問）
１１日（水）本会議（一般質問）
１２日（木）常任委員会
１３日（金）常任委員会
１６日（月）予算特別委員会
１７日（火）予算特別委員会
２０日（金）本会議（最終日）

※�請願の締め切りは、１１月２８日（木）
正午までの予定です。

※�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

12月定例会の日程（予定）

●
２
年
に
一
度
の
構
成
替
え
で
、

広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
新

た
に
な
り
ま
し
た
。

●
新
戦
力
と
熟
練
の
英
知
を

持
っ
て
、
市
民
の
皆
様
に
、
よ

り
親
し
ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
に

な
っ
た
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
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この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

議会を傍聴し、
　市政に関心を

請願・陳情の結果

会議録をご覧ください

　今定例会で受理した請願・陳情は１件で、所管常任委員会で
審査が行われましたが、提出者から撤回の申し出があり、本会
議で撤回が承認されました。

　市議会の会議録は、図書館と市立公民館に備えてあります。一
般質問に対する市長や教育長等の答弁のほか、予算・決算特別委
員会における質疑と答弁が全て記載されています。ぜひ、ご覧く
ださい。また、天童市議会のホームページにも掲載しています。

（議員の賛否は１４ページに掲載してあります。）

件　　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結　果

新聞の軽減税率に関する意見書
提出を求める請願

山形新聞天童北部専売所
　　　　　　髙橋　勝義
読売センター天童北部
　　　　　　斎藤太紀雄
ＡＳＡ天童　鈴木　和嗣

総務
教育

撤　回
（賛成多数）


